














































































































































































































































































































0 10 20 　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　40
煤iunit　time）
50
Fig．3　System　size　at　the　time　t
ヨン結果を比較して示す。
　図から明らかなことは
　①許される系の長さ2Vが，　L（の＋3σ（のより小さいときは，系の長さllは，　NとL（の＋
　　3σ（のとn＝　Oにはさまれた範囲でパラツク。
　②許される系の長さNが，L（t）＋3σ（のより大きいときは，系の長さ・・は，　L（の＋3σ（の
　　とll；Oにはさまれた範囲でバラック。
　③許される系の長さNが，小さいほど平衡状態に早く収束する。
　④シミュレーション結果は，差分解と良く一致している。
などである。
　これらの結果から，このシステムの解析的に取扱うために，第3章のような理想化をおこな
っても，現象をうまく表現できることがわかる。
　なお，本研究では，微少時間dtを0．01単位時間としたが，数値計算上，解の収束性，安定
性を考慮すると，表2の範囲内のdtを利用できる。表2では，利用率ρが0．6～0，9，許され
る系の長さNが5と10についての場合を示している。
5
10
0．6
0．65
0。63
0．7
0．61
0．58
0．8
0．56
0．56
0．9
0．54
0．53
表2　微少時間の範囲
計算は，本学工学部のPDP11／40による。
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　　　　　　　　　　　　待ち行列における過渡状態に関する研究②
　なお，表2は数値解法の解の収束性，安定性の検討結果であるが，過渡状態の考察にあたっ
ては，At＝O．01（単位時間）程度を用いることを著者は推奨する。
6．許される系の長さNと利用率ρとの関係
また，許＊れる系の長さNを増すことによって前報のシステム，M／M／1（・。）に近づく・
すなわち，平衡状態において，サービス窓口がふさがっている確率は，
①M／M／1（。・）の場合
　　　ooπn＝。。＝＝　ZPn＝ρ
　　　n＝1
②M／M／1（N）の場合
?????
侮
?＝?? ??＝?＝??
（19）
（20）
である。
　㈲式において，Nを増してやり，ag式と適当な誤差範囲
で同値になるNを捜すことにより，近似的にM／M／1（N）
をM／M／1（。。）として取扱うことができる。
　この結果について，Nとρの関係を図4に示す。図よ
り，例えば，ρ＝0．1の場合，許される系の長さNが5以
上のときは，系の長さに制限のないM／M／1（・○）として，
取扱ってよいことがわかる。
　このように求めた結果を利用することによって繁雑なモ
（①
??????）??
　　ρ×10幽1（utilizati・n　fact・r）
Fig．4　Relationship　between
　　　　PandIV
デルが簡単なモデルで取扱っても，良い近似となることが示される。
7．　む　　す　　び
　以上の結果から，待ち行列M／M／1システムの過渡状態を解析するために，基本的な確率
差分方程式を使用することは，式自体が非常に単純であるので，数値計算には好ましいものと
思われる。
　また，システムの設計にあたって，状態変数の平均値とその偏差を求めておくことは，状態
変数が変動している場合には，その安定性を評価する上で重要であると思われる。
　本研究の応用例としては，過渡状態における機械割り当ての問題（経済的持ち台数の決定），
立ち上がりから，定常状態になるまでの時間の目安などに利用できるが，そのためには，各種
の数表化やノモグラフなどの作成により，実用化できるが，その点に関しては，今後の課題と
したい。
　おわりに，本研究をまとめるにあたり，本学の蓮尾講師，大滝助手の助言によるところ大で
あった。ここに協力を感謝する。
　なお，計算ecあたっては，本学計算センターOKITAC－5090Mシステム，東京大学大型計
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算機センターHITAC　8800／8700システムを利用した。
　ここに附記して各センターに厚く感謝する。
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